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（南清水3区　2歳6ヶ月）
お父さん　昌彦 お母さん　真理子
「お姉ちゃんに負けないくらい、わんぱくぶりを発揮しています。」

来てくれたまえ。
それではまた次回のコラムでお会いしよう。

○入館無料　○開館時間　10:00～16:30
○毎週月曜休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）

大洗町港中央12番地　@267－8989
ＵＲＬ http://www.jnc.go.jp/xwakuwaku/

今回は「対流」について説明しよう。
みなさんは、お風呂を沸かしてからしばらくして入ると、

湯船の下の方が冷たいと感じたことはないかな。これは暖
まった水が上に上がってしまうため、湯船の上のほうは暖
かく下のほうが冷たいんじゃな。これは「対流」という現
象が起きているからなんじゃ。どういう現象かというと、
水を暖めると、水は膨らんで軽くなり上に昇ろうとし、逆
に冷たい水は下に降りてくるため上下の流れができるんじ
ゃ。このように水の流れによって熱などのエネルギーが伝
わっていくのを「対流」と呼んでおる。やかんでお湯を沸
かす時や、お風呂を沸かす時にも対流が起こって熱くなる
んじゃ。
しかし、流れによって熱などのエネルギーが伝わってい

く現象は水の中だけではないんじゃ。対流は空気のような
気体でも起きるんじゃ。例えば冬、部屋の暖房をしたとき
に床より天井の方が暖かく感じたときはないかな。これも
空気の対流によるもので、暖かい空気と冷たい空気が上下
に動きながら部屋が温まっていくんじゃな。
ところで、その流れの様子を見ることはなかなか難しく

工夫がいるんじゃ。科学館には対流の様子をはっきりと見
ることができる実験装置があるんじゃよ。ぜひ、体験しに
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お父さん　能央 お母さん　智恵
「わが家の小さな怪獣君。いっぱいいっぱい遊んでね。」

鬼沢　祐成ê
夏海小学校6年

ë高信　涼
磯浜小学校6年
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〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�

〔営業時間〕9:00～17:00�
※夏期営業時間（7／17～8／22）9：00～19：00

・料金は消費税が含まれています。�
・団体は20人以上です。�
・幼児は3歳以上です。�
・学校特割とは、保育所、幼稚園、�
小・中学校の学校行事として利用�
する場合です。�

イトマキヒトデ�

　大洗や平磯の海岸に出かけると、よく目にする

ヒトデがこのイトマキヒトデです。名前のとおり、形

が「糸巻き」に似ていることからその名が付いたよ

うです。ヒトデの最も一般的な形（腕が5本）をして

おり、体の中央に赤い斑点があるのが特徴です。�

　ところで、ヒトデの口やおしりはどこにあるのか、

また、餌はどうやって食べるのかなど疑問に感じた

ことはないでしょうか？現在当館では、そんな疑問

にお答えするレクチャー「イトマキヒトデは何者だ」

を行っています。�

　楽しい実験を交えて紹介しますので、ご参加お待ちしています。�

（魚類展示課　金高　卓二）�


